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コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団
は
東
京
・
イ
イ
ノ
ホ
ー

ル
で
「
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン 

新
た
な

価
値
創
生
へ
の
挑
戦
」
と
題
し
た
特
別
講
演

会
を
、
２
０
１
７
年
７
月
20
日
に
開
催
し
た
。

　

開
会
に
当
た
り
主
催
者
と
し
て
挨
拶
し

た
柏
木
孝
夫
コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団
理
事
長
は

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
後
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
性
や
災
害
時
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続

計
画
）
性
に
優
れ
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
（
熱
電
併
給
）
シ
ス
テ
ム
は
着
実
に
普
及

が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
特
に
昨

コージェネレーション 新たな価値創生への挑戦

コージェネから｢トリジェネ｣に発展へ
熱・電気・CO2を有効利用し価値創生

年
は
、
経
済
産
業
省
が
排
熱
を
未
利
用
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
位
置
づ
け
、
企
業
が
活
用
を
進
め

た
場
合
に
は
省
エ
ネ
の
取
り
組
み
の
一
環
と

み
な
す
制
度
を
創
設
。「
電
気
と
熱
を
同
時

に
つ
く
り
出
す
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
な
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
定
着
し

つ
つ
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。

　

柏
木
理
事
長
は
「
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
産
業
用
、

業
務
用
、
家
庭
用
と
い
ず
れ
の
分
野
も
出
力

や
サ
イ
ズ
、
機
能
が
多
様
化
し
、
様
々
な
局

面
で
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
発
揮
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
今
後
は
熱
、
電
気
に
加
え
、
発

生
す
る
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
も
有
効
活

用
す
る
『
ト
リ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
』
と
し

て
さ
ら
に
発
展
・
飛
躍
す
る
だ
ろ
う
」
と
い

う
明
る
い
見
通
し
を
示
し
た
。

　

続
く
来
賓
挨
拶
で
は
経
済
産
業
省
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
部
の
⺿戊
木
正
政
策
課
長
が
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
大
き
な
事
業
者
が
集
中
的
に
つ
く
り

供
給
す
る
時
代
か
ら
、
自
ら
つ
く
り
使
う
時

代
に
な
っ
た
。
今
は
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
の
姿
を
模
索
す
る
草
創
期
に
あ
る
。

多
く
の
課
題
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
解
決
し
な

が
ら
将
来
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
際
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
よ
う
な
地
産
地
消

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
に
な
る
と
思
う
」
と
述
べ
た
。

　

折
し
も
昨
年
11
月
に
は
、
地
球
温
暖
化
対

策
の
新
た
な
枠
組
み
で
あ
る
「
パ
リ
協
定
」

が
発
効
し
た
。
日
本
は
２
０
３
０
年
度
に
温

自
ら
つ
く
り
使
う

新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の

時
代
に

　
コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団
は
２
０
１
７
年
７
月
20

日
、東
京
・イ
イ
ノ
ホ
ー
ル
で
特
別
講
演
会

を
開
催
し
た
。「
パ
リ
協
定
」の
発
効
で
日
本

は
温
室
効
果
ガ
ス
の
大
幅
削
減
が
求
め
ら

れ
、エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
改
革
の
進
展
で

分
散
型
電
源
の
要
と
し
て
重
要
度
が
増
す

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン（
熱
電
併
給
）シ
ス

テ
ム
へ
の
期
待
も
高
ま
る
。さ
ら
に
今
後
、熱
、

電
気
に
加
え
、発
生
す
る
二
酸
化
炭
素（
Ｃ

Ｏ
２
）も
有
効
活
用
す
る「
ト
リ
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
」と
し
て
の
発
展
も
期
待
さ
れ
る
。そ

う
し
た
方
向
性
や
課
題
に
つ
い
て
官
民
の
第

一
人
者
ら
が
議
論
を
深
め
た
。

※本特集は、日経BP社のウェブサイト「日経ビジネスオンライン スペシャル：熱電併給 エネルギーインフラの未来」 
http://special.nikkeibp.co.jp/atclh/NBO/15/cogene/ に掲載した内容を再構成したものです。禁無断転載。

取材・構成・文／小林佳代、中村実里　写真／加藤康

［特集］ コージェネ財団 特別講演会2017レビュー

柏木孝夫 コージェネ財団理事長
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室
効
果
ガ
ス
を
２
０
１
３
年
度
比
26
％
削
減
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
同
80
％
削
減
と
い
う
高

い
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。⺿戊
木
課
長
は
「
今

ま
で
の
延
長
線
上
で
は
実
現
し
得
な
い
数
字

で
あ
り
、
技
術
だ
け
で
な
く
社
会
シ
ス
テ
ム

全
体
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
」
と
指
摘

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す
る
側
、
使
う
側

が
議
論
を
深
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
示
し
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
た
。
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
登
壇
し
た
の
は
東
邦
ガ
ス
の
佐

野
冬
彦
専
務
執
行
役
員
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
の
幡
多
輝
彦
取
締
役
専
務
執
行
役

員
、
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
の⺿戊
木
正
政
策

課
長
、
総
務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ
の
村

手
聡
地
域
政
策
課
長
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団
の

山
﨑
隆
史
専
務
理
事
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
務
め
議
論
を
進
行
し
た
。

　

各
パ
ネ
リ
ス
ト
は
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

か
か
わ
る
国
の
政
策
の
動
向
や
そ
れ
ぞ
れ
の

企
業
で
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
例
を

紹
介
し
た
。
東
邦
ガ
ス
が
名
古
屋
市
港
区
の

工
場
跡
地
で
再
開
発
中
の
ス
マ
ー
ト
タ
ウ

ン
「
み
な
と
ア
ク
ル
ス
」
や
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
が
手
掛
け
る
植
物
工
場
、
総

務
省
や
経
産
省
が
補
助
金
で
支
援
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
事
例
か
ら
、
地
域
活
性
化

に
貢
献
す
る
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
ポ

イ
ン
ト
を
抽
出
し
た
。
こ
れ
か
ら
全
国
に
、

さ
ら
に
は
世
界
に
成
功
事
例
を
広
げ
て
い
く

こ
と
を
見
据
え
、
地
域
に
合
っ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
に
よ
っ
て
地
域
に
合
っ
た
事
業

モ
デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
、
ま
た
官
民
が
幅

広
く
連
携
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を

提
言
し
た
。

　

閉
会
の
挨
拶
に
立
っ
た
山
﨑
専
務
理
事

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
改
革
の
進
行
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
が
新
し
い
局
面
を
迎
え
る

な
か
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
新
た
な
価
値
を
生

む
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
指
摘
し

た
。
２
０
１
５
年
、
経
済
産
業
省
が
決
定
し

た
「
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
」
に
お

い
て
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
の
１
つ
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
２
０
３
０
年

に
１
１
９
０
億
ｋ
Ｗ
ｈ
程
度
の
導
入
と
い
う

具
体
的
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
山
﨑
専

務
理
事
は
こ
の
目
標
に
つ
い
て
、「
極
め
て

大
き
な
数
字
だ
と
認
識
し
て
い
る
」
と
し
た

上
で
、「
既
に
ま
ち
づ
く
り
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
化
や
強
靱
化
、
農
業
分
野
で
の
生
産
性

向
上
や
高
度
化
で
コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
大
き
な
役

割
を
果
た
す
事
例
が
出
て
き
て
い
る
。
コ
ー

ジ
ェ
ネ
財
団
は
引
き
続
き
関
係
省
庁
や
企
業

の
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
新
た
な
価

値
創
生
に
挑
戦
し
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
普
及
拡
大

に
尽
力
し
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
て

特
別
講
演
会
を
し
め
く
く
っ
た
。

新
た
な
価
値
創
生
に
挑
戦
し

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
普
及
拡
大
を

　

続
い
て
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
改
革
と

日
本
経
済
」
を
テ
ー
マ
に
、
経
済
産
業
省
電

力
・
ガ
ス
取
引
監
視
等
委
員
会
の
八
田
達
夫

委
員
長
、
日
本
総
合
研
究
所
の
翁
百
合
副
理

事
長
と
柏
木
理
事
長
の
３
人
が
鼎
談
を
行
っ

た
。
電
力
・
ガ
ス
小
売
り
全
面
自
由
化
の
現

状
や
政
府
が
今
後
の
経
済
成
長
戦
略
と
し
て

ま
と
め
た
「
未
来
投
資
戦
略
２
０
１
７
」
の

概
要
を
押
さ
え
た
上
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
通

じ
て
日
本
経
済
が
成
長
し
て
い
く
た
め
の
方

向
性
や
課
題
に
つ
い
て
、
環
境
性
、
地
方
創

生
、
強
靱
化
の
切
り
口
で
議
論
を
進
め
た
。

い
ず
れ
の
面
で
も
コ
ー
ジ
ェ
ネ
シ
ス
テ
ム
が

機
動
力
の
１
つ
に
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

シ
ス
テ
ム
改
革
に
よ
っ
て
、
国
内
で
は
多

様
な
電
源
を
活
用
し
な
が
ら
省
エ
ネ
性
に
優

れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
進
ん

で
い
く
と
予
想
さ
れ
る
。
国
内
で
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
産
業
の
規
模
拡
大
は
容
易
で
は
な
い
。

３
人
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
成
長
を
考
え
る

な
ら
ば
海
外
に
目
を
向
け
、
国
際
戦
略
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
と
の
見
方
で
一

致
し
た
。

　

そ
の
際
に
重
要
な
の
は
個
々
の
機
械
や
製

品
で
は
な
く
シ
ス
テ
ム
と
し
て
提
供
す
る
こ

と
。
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
み
、
シ
ス
テ
ム
・
オ
ブ
・

シ
ス
テ
ム
ズ
の
力
を
高
め
る
こ
と
が
日
本
の

経
済
発
展
に
も
つ
な
が
る
と
結
論
し
た
。

　

鼎
談
の
後
に
は
「
地
域
活
性
化
と
分
散
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
パ
ネ
ル

経
済
産
業
省 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー・

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
の艹戊
木
正 

政
策
課
長

山
﨑
隆
史 

コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団
専
務
理
事
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む
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
指
摘
し

た
。
２
０
１
５
年
、
経
済
産
業
省
が
決
定
し

た
「
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
」
に
お

い
て
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
の
１
つ
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
２
０
３
０
年

に
１
１
９
０
億
ｋ
Ｗ
ｈ
程
度
の
導
入
と
い
う

具
体
的
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
山
﨑
専

務
理
事
は
こ
の
目
標
に
つ
い
て
、「
極
め
て

大
き
な
数
字
だ
と
認
識
し
て
い
る
」
と
し
た

上
で
、「
既
に
ま
ち
づ
く
り
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
化
や
強
靱
化
、
農
業
分
野
で
の
生
産
性

向
上
や
高
度
化
で
コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
大
き
な
役

割
を
果
た
す
事
例
が
出
て
き
て
い
る
。
コ
ー

ジ
ェ
ネ
財
団
は
引
き
続
き
関
係
省
庁
や
企
業

の
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
新
た
な
価

値
創
生
に
挑
戦
し
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
普
及
拡
大

に
尽
力
し
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
て

特
別
講
演
会
を
し
め
く
く
っ
た
。

７月20日に開催されたコージェネ財団主催の特別講演会において、「エネルギーシステム改革
と日本経済」と題した鼎談が行われた。昨年始まった電力、今春始まったガスの小売り全面自由
化に関する制度設計に精通する電力・ガス取引監視等委員会の八田達夫委員長、経済政策につ
いて豊富な知見を有する日本総合研究所の翁百合副理事長を迎え、コージェネ財団の柏木孝
夫理事長とともに、エネルギーシステム改革がもたらす経済効果や、強靭化、国際戦略などの政
策課題に対する解決策について議論を交わした。

エネルギーシステム改革と
日本経済

鼎
談

5



Co-GENET Vol.16

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
英
国
に
は
、

発
電
側
の
送
電
料
金
を
設
備
容
量
ベ
ー
ス
で

課
す
と
と
も
に
、
需
要
地
近
隣
の
電
源
で
は

料
金
を
軽
減
す
る
な
ど
し
て
、
送
電
コ
ス
ト

の
最
適
化
を
図
る
よ
う
に
発
電
所
の
立
地
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
仕
組
み
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
と
っ
て
非
常

に
都
合
の
よ
い
仕
組
み
で
す
。

　

日
本
で
も
、
こ
れ
に
近
づ
く
制
度
を
構
築

し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
コ
ー

ジ
ェ
ネ
と
い
う
非
常
に
合
理
的
な
需
要
地
近

接
電
源
の
発
展
を
阻
害
し
て
い
た
送
電
料

す
。
一
つ
め
は
、
安
定
供
給
の
た
め
に
、
常

に
需
給
を
一
致
さ
せ
る
同
時
同
量
を
達
成
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
二
つ
め
は
、

送
電
線
は
も
ち
ろ
ん
、
大
規
模
な
発
電
所
が

建
設
さ
れ
て
、
送
電
と
発
電
と
も
に
規
模
の

経
済
性
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

け
れ
ど
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
出
て
き

た
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
分
散
化
も
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
１
９
７
０
年
代
に
は
、

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
を
用
い
た
発
電
機
の
性
能
が

非
常
に
上
が
り
、
小
規
模
な
施
設
で
低
コ
ス

ト
に
電
力
を
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
の
発
達
が
大

き
な
要
因
と
な
っ
て
、
１
９
９
０
年
代
か
ら

電
力
自
由
化
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
実
は
、
電
力
会
社
が
ガ
ス
の
Ｌ
Ｎ

Ｇ
（
液
化
天
然
ガ
ス
）
タ
ン
ク
を
建
設
し
、

ガ
ス
の
潜
在
的
な
供
給
先
と
し
て
大
き
な
役

割
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
発
電
の
発
達
は
、
従
来
の
ガ
ス
会
社
に

対
向
す
る
電
力
会
社
と
い
う
非
常
に
大
き
な

競
争
相
手
を
ガ
ス
市
場
に
生
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
が
、
そ
の
後
の
ガ
ス
自
由
化

の
素
地
を
作
っ
た
と
も
言
え
ま
す
。

　

次
に
自
由
化
に
伴
う
送
電
料
金
の
合
理
化

が
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
指
摘

柏
木
孝
夫
　
こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
を
考
え
る
上
で
は
、
環
境
、
自
由
化
、

そ
し
て
強
靭
化
と
い
う
三
つ
の
視
点
が
重
要

に
な
り
ま
す
。
強
靭
化
と
い
う
の
は
経
済
や

社
会
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
も
言
え
ま

す
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
は
多
様

化
し
て
い
き
ま
す
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
そ

の
も
の
の
国
内
市
場
の
規
模
が
そ
れ
ほ
ど
大

き
く
な
る
こ
と
は
な
く
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
に
よ
っ
て
他
の
産
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
取
り
込
み
な
が
ら
経
済
発
展
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
、
私
は
推
察
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
国
際
展
開
を
図
る
こ
と
が
、

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
発
展
に
は
必
要

で
し
ょ
う
。
こ
の
鼎
談
で
は
、
こ
れ
ら
環
境
、

自
由
化
、
強
靭
化
、
国
際
展
開
の
四
つ
の
論

点
で
議
論
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
経
済
産
業
省
の
電
力
・
ガ
ス
取

引
監
視
等
委
員
会
の
八
田
委
員
長
に
、
自
由

化
に
関
し
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

八
田
達
夫
氏
（
以
下
敬
称
略
）　
初
め
に
、

電
力
自
由
化
と
ガ
ス
自
由
化
は
、
別
々
の
も

の
で
は
な
く
、
実
は
一
体
の
も
の
だ
と
い
う

お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
電
力
と
い
う

の
は
、
も
と
も
と
発
送
電
一
貫
体
制
で
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
二
つ
あ
り
ま

自
由
化
で
電
力
と
ガ
ス
の一体
化
と

電
源
最
適
化
を
推
進

1966年、国際基督教大学卒業。73年、米ジョンズ・ホプキンス
大学大学院博士課程修了。米オハイオ州立大学助教授、米ジョ
ンズ・ホプキンス大学教授、大阪大学教授、東京大学教授、政
策研究大学院大学学長などを経て、現在、大阪大学名誉教授、
政策研究大学院大学名誉教授、経済同友会政策分析センター
所長、アジア成長研究所長など。2015年より電力取引監視等
委員会委員長、16年より改組により電力・ガス取引監視等委員
会委員長。『電力システム改革をどう進めるか』『「エイジノミク
ス」で日本は蘇る―高齢社会の成長戦略』『2025年 日本の農
業ビジネス』など著書多数。

電力・ガス取引監視等委員会 委員長／大阪大学 名誉教授

八田  達夫 氏
はった  たつ お



［特集］コージェネ財団 特別講演会2017レビュー

八
田
　
実
際
に
送
電
線
の
増
設
が
必
要
な
く
、

送
電
ロ
ス
が
全
く
発
生
し
な
い
と
こ
ろ
か
ら

送
電
料
金
を
徴
収
す
る
の
は
、
お
か
し
な
話

で
す
。
こ
の
送
電
料
金
の
制
度
を
改
善
す
れ

ば
、
電
源
の
あ
る
地
方
に
工
場
が
た
く
さ
ん

で
き
た
り
、
大
都
市
で
コ
ー
ジ
ェ
ネ
な
ど
の

導
入
が
増
え
た
り
、
電
源
の
需
要
地
建
設
が

進
む
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

柏
木
　
本
来
、
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
二
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
二
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
、
最
終
的
に
三
つ
を
一
緒
に
し

て
合
理
的
な
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
出
す
よ
う
な

法
体
系
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
が
、

日
本
で
は
そ
れ
ぞ
れ
ま
だ
独
立
し
て
い
ま
す
。

に
し
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
大
規
模
電
源

で
効
率
が
低
い
も
の
、
稼
働
率
の
低
い
も
の

は
脱
落
し
て
い
っ
て
、
そ
の
代
わ
り
に
分
散

型
電
源
が
入
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
は
ず

で
す
。

　

さ
ら
に
、
需
要
地
密
着
型
の
電
源
や
、
あ

る
い
は
大
規
模
電
源
の
近
傍
に
電
力
需
要
を

つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
門

は
総
括
原
価
方
式
で
す
が
、
経
済
合
理
性
を

考
え
て
い
か
な
い
と
電
力
シ
ス
テ
ム
全
体
と

し
て
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
八
田
さ
ん
の
お

話
は
、
そ
の
よ
う
な
示
唆
と
考
え
て
よ
ろ
し

い
で
し
ょ
う
か
。

金
制
度
が
改
善
さ
れ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。

コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
関
わ
る
方
々
は
、
注
意
深
く

見
守
っ
て
い
か
れ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

柏
木
　
自
由
化
と
い
う
の
は
、
電
力
と
ガ
ス

の
一
体
化
で
あ
る
と
、
極
め
て
大
切
な
ポ
イ

ン
ト
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
期
的
に
見
る
と
、
ガ
ス
＆
パ
ワ
ー
モ
デ
ル

に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
、

私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
従
来
の
電
力
料
金
は
、

発
電
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
す
べ
て
総
括
原
価

方
式
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
、
送
配

電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
け
は
総
括
原
価
方
式
を

残
し
て
、
他
は
市
場
原
理
を
採
用
す
る
よ
う

社
会
的
課
題
を
解
決
す
る

成
長
戦
略
の
鍵
は
技
術
革
新

需要地近接電源
として割引

ピーク時の買電kWを下げることが料金節約につながる
ため、コジェネを最大限活用するインセンティブに。  

需要の地近隣での電源立地
送配電網の追加整備コスト：小

需要地近隣の住宅用太陽光等高低圧電源 
上位系統の投資抑制 

・ 発電側の負担、需要地近接電源等へのインセンティブ
・ 基本料金回収率の引き上げ 

購入した電力をベース
とし、ピーク時の電力は
自家発によって調整。 

自家発による電力をベー
スとしつつも、自家発分
を超える電力を購入。 

基本的に自家発による
電力を使用。工場停止
時等の例外的な状況の
み電力を購入。 

ピークカット型 ベース運転型 電源コジェネ型
 （例：事務所ビル） （例：工場） （例：大規模工場）

託送料金制度の見直し（コスト最適化の推進）の論点

需要の遠隔地での電源立地
送配電網の追加整備コスト：大 

こ
の
あ
た
り
は
、
監
視
等
委
員
会
か
ら
提
言

で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

八
田
　
電
力
・
ガ
ス
取
引
監
視
等
委
員
会

の
「
等
」
に
は
、
ル
ー
ル
を
つ
く
る
と
い
う

側
面
も
あ
り
ま
す
。
客
観
的
に
競
争
を
促
進

す
る
た
め
の
制
度
改
革
を
実
行
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
例
え
ば
Ｃ
Ｏ
２

対
策
を
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
規
制
を
す

る
べ
き
か
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
は
担
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　

経
済
産
業
大
臣
に
建
議
す
る
か
た
ち
に
な

り
ま
す
が
、
経
済
産
業
大
臣
は
そ
れ
を
拒
否

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
実
際
に
、
こ
れ
ま

で
い
ろ
い
ろ
な
建
議
を
し
て
き
ま
し
た
。

柏
木
　
分
か
り
ま
し
た
。
電
力
や
ガ
ス
取
引

の
監
視
に
よ
っ
て
、
競
争
が
公
平
に
促
進
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
制
度
の
改
革
、

あ
る
い
は
新
た
な
制
度
の
提
案
ま
で
行
っ
て

い
く
。
非
常
に
責
務
が
重
い
で
す
ね
。

　

続
い
て
、
翁
さ
ん
に
は
、「
未
来
投
資
戦

略
２
０
１
７
」「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
」

と
い
っ
た
国
の
重
要
な
経
済
政
策
に
つ
い
て
、

う
か
が
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

翁
百
合
氏
（
以
下
敬
称
略
）　
６
月
に
新
た

な
成
長
戦
略
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で

は
、「
日
本
再
興
戦
略
」
と
言
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
か
ら
「
未
来
投
資
戦
略
」
と
変

わ
り
ま
し
た
。こ
の
戦
略
づ
く
り
を
担
う「
未

来
投
資
会
議
」
が
発
足
し
、
そ
の
中
で
議
論

の
末
に
、「
未
来
投
資
戦
略
２
０
１
７
」
が

ま
と
め
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

　

未
来
投
資
戦
略
２
０
１
７
に
お
け
る
非
常

に
重
要
な
概
念
が
、「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・

０
」
と
い
う
も
の
で
す
。
超
ス
マ
ー
ト
社
会

と
日
本
語
で
は
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
狩
猟

社
会
、
農
耕
社
会
、
工
業
社
会
、
情
報
社
会

■ 託送料金制度の見直しに関する論点例

※八田氏の講演資料を基に作成
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う
し
た
技
術
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
っ

て
、
企
業
は
高
付
加
価
値
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
ま
す
。
同
時
に
様
々
な
分
野
で
新
し

い
事
業
機
会
が
創
出
さ
れ
る
こ
と
が
、
期
待

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

柏
木
　
例
え
ば
、
電
力
の
デ
ー
タ
を
極
め

て
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
第
三
者
が
き
ち
ん
と

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
人
の
生
活
全
体
を

よ
い
意
味
で
管
理
で
き
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
ま

す
。お
年
寄
り
の
見
守
り
な
ど
、エ
ネ
ル
ギ
ー

が
介
護
や
医
療
と
リ
ン
ク
す
る
可
能
性
も
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

翁
　
ま
だ
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
介
護
や
医
療
と
の

間
は
結
び
つ
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら

の
産
業
は
す
べ
て
つ
な
が
っ
て
い
く
社
会
に

な
る
で
し
ょ
う
。
個
人
を
取
り
巻
く
生
活
に

お
い
て
も
、
消
費
な
ど
の
経
済
活
動
と
決
済

が
リ
ン
ク
す
る
な
ど
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
企
業
も
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
大

き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
も
全
く
無
関
係
と
い
う
わ
け
で
は

な
く
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
は
、

人
々
が
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
日
常
的
に
い
ろ
い

ろ
な
も
の
を
管
理
す
る
生
活
が
、
す
ぐ
そ
こ

ま
で
来
て
い
て
、
も
う
す
で
に
始
ま
っ
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

柏
木
　
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
お

話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
今
で
は
い
ろ
い
ろ

な
企
業
で
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
部

と
い
っ
た
部
署
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
や
は
り
技
術

革
新
と
い
う
の
が
一
つ
の
大
き
な
鍵
に
な
り

ま
す
。
今
回
の
成
長
戦
略
に
お
け
る
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
は
、
先
ほ
ど
八
田

先
生
も
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
お
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
改
革
は
安
定
供
給
を
確
保
し
、

コ
ス
ト
も
低
減
し
て
い
く
の
と
同
時
に
、
新

し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
生
み
出
し
、
事
業
機
会

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。

新
し
い
成
長
戦
略
で
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た

こ
と
を
意
図
し
て
い
ま
す
。
技
術
革
新
に

よ
っ
て
、
例
え
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
で
き
め
細
か
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理

な
ど
が
可
能
な
世
界
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
に
ふ
さ
わ
し
い
新

し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
そ
れ
が
重
要
な
課
題
の
一
つ

と
な
り
ま
す
。

柏
木
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
自
体
の
制
御

に
お
い
て
も
、
需
要
サ
イ
ド
で
比
較
的
簡
単

に
ス
マ
ホ
な
ど
を
使
っ
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
電
力
を
売
買
で
き
た
り
す
る
な
ど
の
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
セ
ン
サ
ー
技
術
と
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
、
そ
し
て
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
３

点
セ
ッ
ト
が
、
今
後
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
密
接
に

関
わ
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
投
資
拡
大
と

い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
こ
う
し
た
動
き
が
、

日
本
経
済
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
働
く
と
考
え

て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

翁
　
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

に
続
く
第
５
番
目
の
新
し
い
社
会
を
意
味
し

ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活

用
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
革
新
に
よ
る
先

進
技
術
を
生
か
し
て
い
く
社
会
が
、
我
が
国

が
目
指
す
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・０
で
す
。

　

日
本
経
済
は
今
後
ま
す
ま
す
超
高
齢
化
し

て
い
き
、
す
で
に
各
産
業
で
人
手
不
足
が
顕

在
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
人
口
問
題
と
い
う

最
大
の
問
題
に
直
面
す
る
と
同
時
に
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
環
境
問
題
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
的
課
題
を
抱
え
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ

1982年、慶應義塾大学経済学部卒。84年、慶應義塾大学大学
院経営管理研究科修士課程修了。同年、日本銀行入行。92年、
日本総合研究所調査部副主任研究員となり、主席研究員、理事
を経て、2014年より副理事長。この間、03年5月～07年7月、
株式会社産業再生機構取締役（非常勤）を兼任。14年より慶應
義塾大学特別招聘教授を兼任、現在に至る。17年、未来投資
会議、構造改革徹底推進会合で医療介護分野のとりまとめを行
う。京都大学博士（経済学）。

日本総合研究所 副理事長／NIRA総合研究開発機構 理事

翁  百合 氏
お きな  ゆり
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ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
一
つ
の
大
き
な
ビ
ジ
ネ

ス
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

翁
　
す
で
に
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
自
由
化
も
そ
う
で
す
が
、
省
エ
ネ

や
Ｃ
Ｏ
２
削
減
な
ど
が
新
た
な
民
間
投
資
を

も
た
ら
す
、
大
き
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
し
た
。
電
力
の
自
由
化
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
に

も
自
由
化
を
も
た
ら
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
コ
ー
ジ
ェ
ネ
な

ど
の
電
源
を
置
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ

ン
ス
や
ネ
ガ
ワ
ッ
ト
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
が
生
ま
れ
ま
す
。日
本
総
研
で
も
、ス
マ
ー

分
散
型
電
源
が

地
方
創
生
や
強
靭
化
を
後
押
し

柏
木
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
地
方
創
生
に
つ

い
て
も
、
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

翁
　
分
散
型
の
電
源
が
、
大
規
模
集
中
型
の

電
源
に
と
っ
て
代
わ
る
よ
う
に
な
る
と
、
地

産
地
消
が
可
能
に
な
り
、
地
方
創
生
と
い
う

意
味
で
は
、
非
常
に
大
き
な
一
歩
に
な
る
は

ず
で
す
。
今
回
の
自
由
化
と
の
関
係
で
は
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
余
剰
電
力
の
売
買
が
活
発
化

す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
の
で
、
相
乗
効
果

で
進
め
や
す
く
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
に
お
い
て
調
整
的
な
役
割
を
果

た
し
て
い
く
こ
と
も
考
慮
す
る
と
、
地
方
創

生
と
と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
促
進
に
も
大
き
な
役
割
を
期
待
で
き
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

柏
木
　
例
え
ば
ド
イ
ツ
で
は
、
シ
ュ
タ
ッ
ト

ベ
ル
ケ
の
よ
う
な
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ

ス
会
社
が
、
地
方
創
生
に
大
き
な
影
響
力
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
、
特
区
の
活

用
で
進
め
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

八
田
　
現
在
、
各
地
方
自
治
体
で
動
き
が
出

て
き
て
い
て
、
事
業
者
も
19
社
が
参
加
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
苦
労
も
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
地
産
地
消
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
目
指
し
て
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
分
で
発
電
し
た
電
力
を
系
統
に
つ
な
げ
て

ど
ん
ど
ん
外
に
出
し
て
い
く
モ
デ
ル
も
あ
れ

ば
、
あ
る
い
は
基
本
的
に
は
自
分
の
と
こ
ろ

で
消
費
す
る
モ
デ
ル
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
そ
う
し
た
こ
と
が
自
由
化
に
よ
っ
て
随

分
と
や
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

柏
木
　
こ
れ
ま
で
は
、
余
剰
電
力
を
そ
れ
な

り
に
見
合
っ
た
金
額
で
買
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
市
場
が
な
く
、
基
本
的
に
自
家
発
電
、

1970年、東京工業大学工学部生産機械工学科卒。79年、博士
号取得。東京工業大学工学部助教授、東京農工大学工学部教
授、東京農工大学大学院教授などを歴任後、2007年より東京
工業大学ソリューション研究機構教授、12年より特命教授／
名誉教授。11年よりコージェネ財団理事長。経産省の総合資源
エネルギー調査会新エネルギー部会長などを歴任し長年、国の
エネルギー政策づくりに深くかかわる。現在、同調査会の省エネ
ルギー・新エネルギー分科会長、基本政策分科会委員などを務
める。主な著書に『スマート革命』『エネルギー革命』『コージェ
ネ革命』など。

コージェネ財団 理事長／東京工業大学 特命教授　名誉教授

柏木  孝夫
かしわ ぎ  た か お

自
家
消
費
す
る
く
ら
い
し
か
な
か
っ
た
。
今

は
コ
ー
ジ
ェ
ネ
で
も
、
都
心
部
に
熱
電
併
給

の
発
電
所
を
つ
く
っ
て
、
周
囲
の
ビ
ル
に
ま

で
電
力
を
供
給
す
る
な
ど
の
事
例
も
出
て
き

て
い
ま
す
。
地
域
版
の
電
力
サ
ー
ビ
ス
が
活

発
化
す
れ
ば
、
経
済
へ
の
波
及
効
果
も
変

わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

翁
　
民
間
を
ど
ん
ど
ん
入
れ
る
こ
と
で
、
い

ろ
い
ろ
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
捉
え
、
き

め
細
か
い
管
理
を
実
現
す
る
た
め
の
技
術
革

新
な
ど
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
、
投
資
回

収
を
よ
り
し
や
す
く
し
て
い
く
こ
と
は
、
非

9
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な
ど
の
電
気
機
器
に
関
す
る
輸
出
を
考
え
て

い
く
こ
と
も
、
も
ち
ろ
ん
一
つ
の
方
向
で
す

が
、
も
う
一
つ
の
方
向
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム

の
輸
出
も
重
要
で
す
。
電
力
会
社
と
し
て
は
、

自
由
化
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
る
の
で
は
な

く
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
て
、
自

由
化
の
下
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の

か
に
つ
い
て
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
も
含
め
て
経
験

を
積
み
、
そ
れ
を
海
外
へ
と
輸
出
し
て
い
く
。

そ
こ
に
、
こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
が
大
き
く
発
展
す
る
余
地
が
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

柏
木
　
き
ょ
う
の
鼎
談
の
ま
と
め
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
と
、
ま
ず
「
多
様
性
」
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
今
後
は

大
規
模
の
メ
ガ
イ
ン
フ
ラ
を
ベ
ー
ス
に
し
つ

つ
、
分
散
型
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
需

要
サ
イ
ド
に
取
り
込
ま
れ
て
い
く
よ
う
に
な

る
で
し
ょ
う
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
い
う
側
面

か
ら
は
、電
源
の
多
様
性
、一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
の
多
様
性
、
輸
入
源
の
多
様
性
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
国
内
だ
け
で
な
く
国
外
へ

も
目
を
向
け
る
と
い
う
多
様
性
も
必
要
で

す
。
国
際
戦
略
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
い
っ
た
も
の
を
輸
出
し
て
い
く
こ

と
が
日
本
の
発
展
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
わ

け
で
す
が
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
・
オ
ブ
・
シ
ス

テ
ム
ズ
の
一
つ
の
重
要
な
要
素
と
し
て
コ
ー

ジ
ェ
ネ
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
、
付
加
価

値
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
む
の
だ
と
考
え
ま
す
。

ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
す
こ
と
に
寄
与
し
ま
す
の

で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
大
切
な
要
素
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

八
田
　
電
源
の
分
散
化
で
一
番
大
き
い
効
果

は
、
特
定
の
国
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
集
中

的
に
輸
入
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
て
い
く
こ

と
で
す
。
ま
た
、
電
力
で
は
地
域
間
の
連
系

線
を
つ
く
る
べ
き
で
す
し
、
ガ
ス
に
つ
い
て

は
台
湾
や
韓
国
の
よ
う
に
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
が
強
靭
化
の
観
点
で
は
、

非
常
に
大
き
な
課
題
で
す
。

常
に
重
要
な
視
点
だ
と
思
い
ま
す
。

柏
木
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
強
靭
化
と

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
は
、
国
際
競

争
力
に
も
大
き
く
貢
献
す
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
経
済
の
シ
ス
テ
ム
と
、
か
な
り

似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

翁
　
分
散
と
い
う
の
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

要
諦
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
投
資
で
も
企
業

経
営
に
お
い
て
も
、
投
資
先
や
事
業
を
分
散

さ
せ
て
お
く
こ
と
は
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
上
で
非
常
に
重
要
で
す
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ

は
、
自
立
分
散
の
い
ろ
い
ろ
な
再
生
可
能
エ

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

発
展
に
国
際
戦
略
が
不
可
欠

柏
木
　
最
後
に
、
国
際
戦
略
と
日
本
経
済
と

い
う
少
し
大
き
な
視
点
か
ら
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ

な
ど
分
散
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
含
め
て
お
話

を
う
か
が
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

翁
　
一
つ
め
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源

の
多
様
化
が
非
常
に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
を
進
め
て
い
く
こ
と
。
二
つ
め
は
、

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
う
ま
く
進
め

て
、
最
終
的
に
イ
ン
フ
ラ
輸
出
へ
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
。
三
つ
め
は
、
パ
リ
協
定
に
お
い

て
非
常
に
大
胆
な
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
向
け
て
日
本
も
自
ら
技
術
革
新

を
進
め
て
、
社
会
シ
ス
テ
ム
や
新
た
な
環
境

に
配
慮
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
て
い
く
こ

と
。
米
国
が
独
自
路
線
を
進
も
う
と
し
て
い

る
状
況
で
、
日
本
が
欧
州
ら
と
一
緒
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
、
重
要
な

国
際
戦
略
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

八
田
　
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
を
考

え
る
上
で
、
国
際
戦
略
は
不
可
欠
だ
と
考
え

ま
す
。
日
本
は
、
資
源
国
で
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
今
後
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
市
場
規
模
が
減
っ

て
い
く
な
か
で
電
力
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
い
く

の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
国
際
戦
略
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

　

日
本
が
優
れ
て
い
る
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

10
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コージェネ財団が７月２０日に開催した特別講演会では、「地域活性化と分散型エネルギー」と
題したパネルディスカッションが開かれた。パネリストは東邦ガスの佐野冬彦専務執行役員、Ｊ
ＦＥエンジニアリングの幡多輝彦取締役専務執行役員、経済産業省資源エネルギー庁省エネ
ルギー新エネルギー部の艹戊木正政策課長、総務省地域力創造グループの村手聡地域政策課長。
コージェネ財団の山﨑隆史専務理事がコーディネーターとなり、分散型エネルギー構築のあり
方について事例を交えながら議論を深めた。

パ
ネ
ル

ディス
カッション

地域活性化と
分散型エネルギー

11
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人
口
減
少
に
苦
し
む

地
域
経
済
を
救
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

山
﨑
隆
史
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
「
地
域
活
性
化
と
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

を
テ
ー
マ
に
議
論
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
ま

ず
は
国
の
政
策
動
向
を
共
有
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
村
手
さ
ん
、
総
務
省
が
進
め
る
「
分

散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
概
要
を
教
え
て
も
ら
え
ま
す
か
。

村
手
聡
氏
（
以
下
敬
称
略
）　
分
散
型
エ
ネ

ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
自
治
体

を
核
に
需
要
家
や
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
、

金
融
機
関
な
ど
地
域
の
力
を
結
集
し
、
地
域

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
立
ち
上
げ
る
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
策
定
を
支
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
す
。
総
務
省
が
中
心
と
な
り
、
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
、
林
野
庁
、
環
境
省
、
国
土
交
通

省
と
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
組
ん
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

従
来
の
電
源
は
大
規
模
に
集
中
的
に
開
発

し
分
配
す
る
も
の
で
し
た
が
、
地
域
に
も
バ

イ
オ
マ
ス
、
廃
棄
物
な
ど
資
源
は
あ
り
ま
す
。

自
治
体
に
は
地
域
の
経
済
を
活
性
化
す
る
た

め
に
、
ま
ず
地
産
地
消
の
考
え
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し

た
の
は
39
団
体
。
こ
の
う
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
事
業
を
開
始
し
た
の
が
２
団
体
、
事
業
に

天然ガス

木製チップ

温泉熱

ガスエンジン

バイオマスボイラ

CO2を活用した
スマートアグリ
システム

温室
売電

ヒートポンプ
電気

熱

CO2国内初のバイオマスボイラ燃焼ガス浄化システム

国内最大 230kWトリジェネシステム

ヒートポンプと組合せた温泉熱利用

着
手
し
た
の
が
２
団
体
で
す
。
人
口
減
少
に

苦
し
む
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
つ
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

山
﨑
　
続
い
て
⺿戊
木
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま

す
。
経
済
産
業
省
は
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
よ
う
と
動
い

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

 艹戊
木
正
氏
（
以
下
敬
称
略
）　
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
は
一
方
向
か
ら
双
方
向
の
時
代
に

な
っ
て
い
ま
す
。
太
陽
電
池
、
燃
料
電
池
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
熱
電
併
給
）
シ

ス
テ
ム
、
蓄
電
池
な
ど
多
様
な
地
域
の
リ

ソ
ー
ス
を
組
み
込
ん
だ
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ

う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
構
築
の
一
環

と
し
て
経
産
省
は
２
０
１
１
年
か
ら
４
地
域

で
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
証
事
業
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
は
こ
の
事
業
の
成
果

を
よ
り
発
展
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
実
証

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
ネ
ガ
ワ
ッ
ト
取
引
や
ユ
ー

ザ
ー
側
の
創
・
蓄
・
省
エ
ネ
リ
ソ
ー
ス
を
制

御
す
る
「
バ
ー
チ
ャ
ル
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
ト
構

築
事
業
」、
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

の
地
域
モ
デ
ル
を
検
証
す
る
「
地
産
地
消
型

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
面
的
利
用
等
推
進
事

■ スマートアグリシティー……エネルギー施設から温室・加工・出荷センターと組合せた複合プロジェクト

※幡多氏の講演資料を基に作成
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植
物
工
場
に
Ｃ
Ｏ
２
を

有
効
活
用
す
る「
ト
リ
ジ
ェ
ネ
」導
入

総務省 地域力創造グループ 地域政策課長

村手  聡 氏
むらて  さとし

給
を
始
め
た
案
件
が
24
件
あ
り
ま
す
。
事
例

を
増
や
し
な
が
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
、
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
確
立
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

後
者
は
２
０
１
６
年
度
末
時
点
で
、
補
助

金
で
１
５
０
件
近
く
を
支
援
。
既
に
シ
ス
テ

ム
構
築
中
の
案
件
が
10
件
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

の
事
業
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

佐
野
冬
彦
氏
（
以
下
敬
称
略
）　
東
邦
ガ
ス

は
名
古
屋
市
港
区
の
工
場
跡
地
を
再
開
発
し

た
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
「
み
な
と
ア
ク
ル
ス
」

の
建
設
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
ア
ク
ル
ス
で

は
環
境
性
、強
靱
性
に
重
き
を
置
い
た
ス
マ
ー

ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

　

環
境
性
で
は
、
電
力
需
要
の
大
き
い
大
型

商
業
施
設
、
熱
需
要
の
大
き
い
ス
ポ
ー
ツ
施

設
な
ど
が
集
ま
る
こ
と
か
ら
、
ガ
ス
コ
ー

ジ
ェ
ネ
シ
ス
テ
ム
に
加
え
て
、
排
熱
を
有
効

利
用
す
る
た
め
に
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
機
、
排

熱
投
入
型
吸
収
式
冷
凍
機
な
ど
を
導
入
す
る

と
と
も
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
、
供
給
側
と
需
要
側
と
で

情
報
を
や
り
と
り
し
な
が
ら
最
適
か
つ
効
率

的
に
コ
ー
ジ
ェ
ネ
、
熱
源
を
運
転
し
ま
す
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、
大
幅
な
省
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸

化
炭
素
）、
省
エ
ネ
を
実
現
し
ま
す
。

　

強
靭
性
で
は
、
地
域
活
動
継
続
計
画
を
導

入
し
ま
す
。
設
備
の
耐
震
設
計
の
導
入
や
津

波
対
策
の
実
施
に
加
え
て
、
停
電
時
で
も
エ

リ
ア
内
施
設
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給

し
ま
す
。

幡
多
輝
彦
氏
（
以
下
敬
称
略
）　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
２
０
１
３
年
に
農
業
分

野
に
参
入
し
ま
し
た
。
光
、
温
度
、
湿
度
、

Ｃ
Ｏ
２
、
養
分
、
水
分
な
ど
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
な
が
ら
生
産
す
る
植
物
工
場
で
分
散
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

関
連
会
社
の
Ｊ
フ
ァ
ー
ム
の
植
物
工
場
に
は

電
気
、
熱
に
加
え
、
排
気
ガ
ス
中
か
ら
光
合

成
に
用
い
る
た
め
の
Ｃ
Ｏ
２
も
回
収
し
有
効

活
用
す
る
「
ト
リ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
天
然
ガ
ス
を
利

用
で
き
る
と
こ
ろ
で
は
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
、
木

質
チ
ッ
プ
が
豊
富
な
と
こ
ろ
で
は
バ
イ
オ
マ

ス
ボ
イ
ラ
ー
、
温
泉
熱
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
利
用
す
る
と
い
う
具
合
に

地
域
事
情
や
環
境
に
応
じ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

選
択
し
、
組
み
合
わ
せ
て
最
適
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。
苫
小
牧
工
場
で
は
３
種
類
の
熱
源

を
使
っ
て
ト
マ
ト
と
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
の
実
証

試
験
と
商
業
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ト
マ

運
河
水
も
活
用
、熱
利
用
を
高
度
化

山
﨑
　
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
含
む
分
散
型
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
が
地
域
の
事
業
や
産
業
に
付

加
価
値
を
生
み
出
す
た
め
の
技
術
や
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
に
つ
い
て
深
掘
り
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
佐
野
さ
ん
、
ア
ク
ル
ス
の
ス
マ
ー
ト

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
説
明
を

付
け
加
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

佐
野
　
三
つ
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
第

山
﨑
　
企
業
が
構
築
中
の
分
散
型
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
事
例
も
ご
紹
介
い
た
だ
き

ま
す
。
佐
野
さ
ん
、
幡
多
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ

ト
を
生
産
す
る
札
幌
工
場
の
熱
源
は
バ
イ
オ

マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
が
中
心
で
、
熱
源
が
不
足
す

る
冬
に
は
天
然
ガ
ス
焚
き
ボ
イ
ラ
ー
も
併
用

し
ま
す
。
生
産
し
た
野
菜
は
国
内
だ
け
で
な

く
海
外
に
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

経済産業省 資源エネルギー庁
省エネルギー・新エネルギー部 政策課長

 艹戊木  正 氏
もぎ  た だし
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率
の
高
い
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
し
っ
か
り
稼
働
さ

せ
た
上
で
太
陽
光
発
電
を
活
用
し
ま
す
。
ま

た
外
部
か
ら
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
電
力
を

受
け
入
れ
、
不
足
分
を
系
統
電
力
か
ら
調
達

し
ま
す
。
太
陽
光
発
電
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

の
電
力
を
安
定
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
大

型
の
Ｎ
Ａ
Ｓ
蓄
電
池
を
導
入
し
、
全
体
の
需

給
を
調
整
し
ま
す
。

　

第
３
の
ポ
イ
ン
ト
が「
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｓ（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

シ
ス
テ
ム
）
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」。
地
域
に
電
気
・
熱
・
情
報
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
各
施
設
の
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
連
携
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
を

一
括
管
理
し
ま
す
。
ピ
ー
ク
時
の
需
要
抑
制

に
協
力
し
た
ユ
ー
ザ
ー
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

す
る
仕
組
み
も
整
え
ま
す
。
１
９
９
０
年
比

で
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
率
60
％
、
一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
削
減
率
40
％
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

山
﨑
　
幡
多
さ
ん
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
の
植
物
工
場
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
も

う
少
し
説
明
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。
導
入

し
て
い
る
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の

特
徴
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

幡
多
　
当
社
は
植
物
工
場
の
設
備
づ
く
り
に

必
要
な
土
木
、
建
築
、
機
械
、
水
処
理
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
技
術
な
ど
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

我
々
は
こ
れ
ら
の
技
術
を
活
か
し
て
設
備
を

提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
身
の
苫
小
牧
実

証
設
備
に
て
生
産
に
取
り
組
む
と
と
も
に

デ
ー
タ
を
収
集
し
、
収
益
性
を
確
認
し
た
上

１
が
「
熱
利
用
の
高
度
化
」。
地
域
の
熱
需

要
を
予
測
し
、
高
稼
働
率
が
期
待
で
き
る

２
０
０
０
kW
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
選
定
し
た
ほ

か
、
余
剰
排
熱
を
有
効
利
用
す
る
た
め
、
低

温
の
排
熱
か
ら
発
電
で
き
る
バ
イ
ナ
リ
ー
発

電
を
導
入
し
ま
し
た
。
ア
ク
ル
ス
が
運
河
沿

い
で
あ
る
こ
と
を
生
か
し
夏
期
は
大
気
よ
り

温
度
が
低
く
、
冬
期
は
高
い
運
河
水
の
熱
も

活
用
。
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
使
っ
て
商
業
施
設

や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
冷
熱
・
温
熱
と
し
て
供

給
し
ま
す
。

　

第
２
の
ポ
イ
ン
ト
が
「
環
境
に
優
し
い
電

力
供
給
シ
ス
テ
ム
」
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

東邦ガス株式会社 専務執行役員 業務用営業本部長

佐野 冬彦 氏
さの  ふ ゆひこ

負荷想定 電力
5,000～8,000kW

冷熱
9,500kW

温熱
4,500kW

系統電力 自営線

グリーン
電力

太陽光発電
NAS電池

電力

バイナリー
発電機

情報ネットワーク
CEMS

BEMS

冷熱・温熱
供給先

電力供給先

商業施設
スポーツ施設 等

商業施設
集合住宅

スポーツ施設 等

BEMS
MEMS・HEMS

ガス焚き
ジェネリンク

蒸気吸収式
冷凍機

運河水利用
ヒートポンプ

水処理

運河水（熱利用）
冷水

都市ガス

ガス
コージェネ
レーション

淡水

蒸気

邦和スポーツランド
（既設）

太陽光

商業施設
港区役所

集合住宅

凡例
ガス 電気 熱

エネルギーセンター

■ エネルギー供給計画図

みなとアクルス　スマートエネルギーシステム

■ エネルギーシステム構成

※配置計画図は現段階での想定であり
　変更となることがあります。

※佐野氏の講演資料を基に作成
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自
治
体
に
よ
る
電
力
供
給
事
業
の

優
良
事
例
も
誕
生 と

三
元
触
媒
に
よ
り
、
排
ガ
ス
に
含
ま
れ
る

Ｎ
Ｏ
ｘ
（
窒
素
酸
化
物
）、
Ｃ
Ｏ
（
一
酸
化

炭
素
）、
Ｈ
Ｃ
（
炭
化
水
素
）
を
除
去
し
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
特
徴
的
な
の
は
安
価

な
熱
源
と
し
て
普
及
し
て
い
る
バ
イ
オ
マ
ス

ボ
イ
ラ
ー
を
採
用
し
た
こ
と
。
ま
た
、
温

泉
熱
も
利
用
し
て
い
ま
す
。。
井
戸
を
掘
っ

た
と
こ
ろ
30
度
の
温
水
が
出
て
き
た
た
め
、

２
６
０
kW
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
で
80
度
ま
で
昇

温
し
て
温
水
暖
房
源
と
し
て
い
ま
す
。

で
、
お
客
様
に
生
産
の
あ
り
方
や
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

横
浜
の
総
合
研
究
所
に
は
実
験
環
境
を
整

え
た
試
験
棟
を
設
置
。
高
糖
度
ト
マ
ト
を
含

め
多
様
な
作
物
の
栽
培
を
試
行
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
得
た
デ
ー
タ
を
活
か
し
、
苫
小
牧
で

の
生
産
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
フ
ァ
ー
ム
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の

肝
は
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
ト
リ
ジ
ェ
ネ
シ
ス
テ
ム

で
す
。
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
の
理
論
空
気
比
燃
焼

ボ
イ
ラ
ー
か
ら
出
た
熱
を
供
給
し
、
全
体
の

省
エ
ネ
性
を
高
め
ま
す
。
こ
の
事
業
の
特
徴

は
設
備
が
リ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
。
リ
ー
ス
料

を
支
払
い
な
が
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ま
す
。
稼
働
の
開
始
予
定
は
２
０
１
８

年
９
月
。
省
エ
ネ
20
・
１
％
を
目
指
し
ま
す
。

村
手
　
総
務
省
が
進
め
る
分
散
型
エ
ネ
ル

ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
既
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
事
業
を
開
始
し
て
い
る
の
が
鳥

取
県
米
子
市
の
プ
ラ
ン
で
す
。

　

こ
れ
は
、
廃
棄
物
発
電
、
太
陽
光
発
電
を

行
う
と
と
も
に
、
将
来
的
に
は
、
コ
ー
ジ
ェ

ネ
設
備
を
設
置
し
、
皆
生
温
泉
の
温
泉
旅
館
、

ホ
テ
ル
、
公
共
施
設
等
に
熱
供
給
を
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。
２
０
１
５
年
12
月
、
米

子
市
、
中
海
テ
レ
ビ
な
ど
地
元
企
業
数
社
の

共
同
出
資
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
の
ロ
ー
カ
ル

エ
ネ
ジ
ー
を
設
立
。
２
０
１
６
年
４
月
に
電

力
の
小
売
卸
売
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
既

存
の
電
力
会
社
よ
り
安
く
電
力
を
供
給
し
、

市
民
に
そ
の
効
果
を
還
元
す
る
こ
と
も
で
き

て
い
ま
す
。
初
年
度
か
ら
当
初
の
売
り
上
げ

目
標
を
大
幅
に
上
回
る
黒
字
を
達
成
し
ま
し

山
﨑
　
全
国
で
は
ほ
か
に
も
地
域
活
性
化
に

貢
献
す
る
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の

計
画
が
進
ん
で
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。⺿戊

木
さ
ん
、
村
手
さ
ん
、
幾
つ
か
事
例
を
紹
介

し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

 艹戊
木
　
地
産
地
消
型
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

面
的
利
用
等
推
進
事
業
費
補
助
金
で
支
援
す

る
事
業
の
一
つ
が
「
札
幌
市
北
４
東
６
再
開

発
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
面
的
利
用
事

業
」
で
す
。
高
効
率
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
導

入
で
排
熱
を
最
大
利
用
す
る
と
同
時
に
、
太

陽
熱
・
地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
活
用
し

省
エ
ネ
を
図
り
ま
す
。
体
育
館
、
医
療
施

設
、
福
祉
施
設
、
住
宅
、
商
業
施
設
な
ど

多
様
な
施
設
と
連
携
し
な
が
ら
最
適
な
供
給

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
度
に
採
択
し
、
既
に
一
部
事
業

を
開
始
し
て
い
ま
す
。
34
％
の
省
エ
ネ
効
果

を
達
成
で
き
る
見
込
み
で
す
。

　

長
野
県
佐
久
総
合
病
院
は
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ

ネ
と
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
、
バ
イ
オ
マ
ス
チ
ッ
プ

ボ
イ
ラ
ー
を
組
み
合
わ
せ
て
熱
電
併
給
を
し

て
い
ま
す
。
病
院
内
の
複
数
棟
に
対
し
て
効

率
的
に
電
気
と
熱
を
供
給
。
地
元
の
チ
ッ
プ

を
使
う
地
産
地
消
型
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。
省

エ
ネ
率
は
26
％
を
見
込
み
ま
す
。

　

日
清
食
品
滋
賀
新
事
業
所
の
ス
マ
ー
ト
エ

ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業
で
は
15
Ｍ
Ｗ
の
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
コ
ー
ジ
ェ
ネ
と
排
熱
ボ
イ
ラ
ー
を

導
入
す
る
予
定
で
す
。
汚
泥
脱
水
機
に
排
熱

エコステーション

エネルギー
サブセンター

スポーツ・
レクリエーション

施設

Ⅱ期開発

Ⅱ期開発

■ エネルギー供給計画図

ＪＦＥエンジニアリング株式会社
取締役 専務執行役員 技術本部長

幡多 輝彦 氏
は た  てるひこ

た
。
自
治
体
が
主
導
す
る
分
散
型
エ
ネ
ル

ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
優
良
事
例

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

15



Co-GENET Vol.16

ま
す
。
苫
小
牧
工
場
に
は
年
間
５
０
０
０
人

以
上
の
見
学
者
が
訪
れ
ま
す
が
、
海
外
か
ら

も
多
く
来
ら
れ
ま
す
。
安
全
・
安
心
で
品
質

の
高
い
日
本
の
野
菜
へ
の
信
頼
は
非
常
に
高

い
。
日
本
で
実
証
し
た
ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ
シ

ス
テ
ム
を
輸
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
近
隣
の
工
業
団
地
や
商
業
施
設

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
融
通
し
合
う
仕
組
み
づ
く

り
に
も
携
わ
り
た
い
。
こ
う
し
た
事
例
の
先

駆
け
と
し
て
、
現
在
、
静
岡
県
磐
田
市
と
共

同
で
行
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
を
検
討
中

で
す
。
地
域
に
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発
電
所
を
設

け
、
商
業
施
設
や
工
業
団
地
に
は
電
気
や
熱

を
、
植
物
工
場
に
は
Ｃ
Ｏ
２
を
供
給
す
る
も

の
で
す
。

　

さ
ら
に
は
今
の
取
り
組
み
を
ス
マ
ー
ト
ア

グ
リ
シ
テ
ィ
へ
と
発
展
さ
せ
る
の
が
私
の
夢

で
す
。
一
つ
の
ま
ち
に
植
物
工
場
か
ら
出
荷

セ
ン
タ
ー
、
卸
売
市
場
、
食
品
加
工
工
場
ま

で
を
集
積
し
、
大
規
模
な
食
の
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
化
を
し
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
を
設
け
、
近
隣
の
商
業
施
設
や
工
業
団

地
、
住
宅
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
融
通
し
合
い
最

大
限
の
効
率
化
も
実
現
し
ま
す
。
こ
の
取
り

組
み
に
よ
っ
て
日
本
の
農
業
の
競
争
力
を
向

上
す
る
将
来
像
を
描
い
て
い
ま
す
。

山
﨑
　
今
後
は
全
国
に
、
ま
た
海
外
に
分
散

型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
成
功
事
例
を
広

げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
幡
多
さ
ん
、

佐
野
さ
ん
、
今
の
事
業
を
ど
う
拡
大
・
発
展

さ
せ
て
い
く
考
え
で
す
か
。

幡
多
　
海
外
へ
は
ぜ
ひ
進
出
し
た
い
と
思
い

佐
野
　
私
た
ち
は
、
ま
ず
は
国
内
で
勝
負
し

ま
す
。
考
え
て
い
る
の
は
、
各
地
域
の
特
性

に
合
っ
た
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
広
め
て
い
く
こ
と
で
す
。
今
日
は

ア
ク
ル
ス
の
話
を
中
心
に
紹
介
し
ま
し
た
が
、

工
場
が
あ
る
地
域
で
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
れ
ば
、
農

業
分
野
で
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
。
白
地
か
ら
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
立
ち

上
げ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

合
う
シ
ス
テ
ム
を
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
が
連
携
し
て
こ
そ
、
省
Ｃ
Ｏ
２
、
省
エ
ネ
、

強
靱
化
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
我
々
だ
け
で
で
き
る
こ
と
に
は
限

り
が
あ
り
ま
す
。

　

他
社
と
、
ま
た
自
治
体
や
省
庁
と
連
携
す

る
こ
と
で
ス
マ
ー
ト
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

そ
の
中
で
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
生

ま
れ
、
経
済
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

山
﨑
　
総
務
省
、
経
産
省
の
立
場
か
ら
は
分

散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
期
待
を
持
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。

村
手
　
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
構
築
の
取
り
組
み
が
進
め
ば
、
地

域
で
雇
用
が
生
ま
れ
、
お
金
が
回
り
、
魅
力

的
な
ま
ち
が
出
来
上
が
り
、
都
市
か
ら
地
域

へ
の
回
帰
が
始
ま
る
は
ず
で
す
。
そ
う
い
う

ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
着
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

事
業
化
に
至
る
団
体
が
ま
だ
少
な
い
の
が
課

題
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
づ
く
り
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
機
能
や
ア
ド
バ
イ
ス
機
能
を
充

実
・
強
化
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 艹戊
木
　
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
供
給
側
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
も
多
様
な
ら
需
要
側
の
施
設
も

利
用
形
態
も
多
様
で
す
。
両
者
を
つ
な
ぎ
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

が
価
値
を
増
し
ま
す
。
重
要
な
役
割
を
担
う

の
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
な

ど
最
新
の
技
術
を
取
り
込
み
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
な
が
ら
両
者
を
最
適
に
マ
ッ
チ
ン
グ

し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
シ
ス
テ

ム
も
技
術
も
日
々
進
歩
す
る
中
で
、
新
た
な

機
能
を
身
に
つ
け
な
が
ら
収
益
を
向
上
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｏ
２
を
「
減
ら
す
」
ば
か
り
で

な
く
、
資
源
と
し
て
「
使
う
」
と
い
う
発
想

へ
と
転
換
す
る
こ
と
は
日
本
に
と
っ
て
も
世

界
に
と
っ
て
も
極
め
て
重
要
で
す
。
ト
リ

ジ
ェ
ネ
が
今
後
、
ビ
ジ
ネ
ス
ベ
ー
ス
で
回
る

よ
う
に
実
装
が
進
む
こ
と
に
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

山
﨑
　
優
れ
た
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
が
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
支
え
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
産
業
が
一
つ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
な
っ

て
全
国
や
海
外
に
広
が
っ
て
い
く
事
業
展
開

が
見
え
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

コージェネ財団 専務理事

山﨑 隆史
やまざき  た かし 分

散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
で

都
市
か
ら
地
域
へ
回
帰
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Case1
hitoto広島

Case2
広島アグリフードサービス株式会社

五日市給食センター

Case3
東広島芸術文化ホール“くらら”

コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
事
例

C o g e n e r a t i o n  C a s e  S t u d y



　「hitoto広島」は、広島市・広島大学主催の公募型プロ
ポーザル方式による「ひろしまの『知の拠点』再生プロ
ジェクト」から誕生した、広島県内初のスマートコミュニ
ティである。かつて広島大学本部として学生たちが「まな
び」を楽しんだ地が、「人の都／人都」であり「人と、何かを
始める街」として新たに感動を生みだしていく場所になる
ようといった想いが、街のネーミングに込められている。

　産官学住が連携して構築したこのスマートコミュニ
ティには、街区内に建設中の分譲マンションを含む5施設
に、隣接する広島大学東千田キャンパスを加えた6施設
が参画する。
　今回は、この街（スマートコミュニティ）を支えるエネル
ギーシステム、コージェネレーション（熱電併給）システム
について紹介する。

エリア一括受電＋コージェネの導入により
持続可能なスマートコミュニティを構築

hitoto広島

■ 施設概要
名 称 hitoto広島

所 在 地 広島県広島市中区東千田町一丁目１番地

敷地面積 3.8ha

建物規模
スマートコミュニティ

参画施設

・	スポーツクラブ	ルネサンス広島東千田：Ｓ造　地上３階　延床面積4,614.98㎡
・	ケアハウス	ラポーレ東千田：Ｓ造　地上６階　延床面積5,023.88㎡
・	CLiP	HIROSHIMA：ＲＣ造　地上２階　延床面積1,646.86㎡
・	hitoto広島ナレッジスクエア（賃貸住宅）：ＲＣ造　地上４階　延床面積6,523㎡
・	hitoto広島	The	Tower・コミュニティプラザ（分譲マンション）
		【2020年4月竣工予定】：RC+S造　地上53階　延床面積79,305.39㎡　

開 業 2016年9月より順次

h i t o t o  H I R O S H I M A

コージェネ導入の
ポイント

契約電力（デマンド）の抑制

災害時の保安電力確保 
（ＢＣＰ対策）

サステナブルな街づくりに貢献 
（省エネ・省CO2・タウンマネジメント）

1

2

3

Case1

画像について：【完成予想CG】2014年7月時点の「ひろしまの『知の拠点』再生プロジェクト」事業実施計画の図面を基に描き起こしたもので、変更となる場合があります。
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広
島
大
学
本
部
跡
地「
ひ
ろ
し
ま
の

『
知
の
拠
点
』再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

 ［ 

導
入
の
経
緯 

］

　
「
ひ
ろ
し
ま
の
『
知
の
拠
点
』」
に
ふ
さ
わ

し
い
新
し
い
街
区
の
形
成
に
向
け
て
、
代
表

事
業
者
の
三
菱
地
所
レ
ジ
デ
ン
ス
（
株
）
を

中
心
に
、
広
島
大
学
、
広
島
市
、
中
国
経

済
産
業
局
、
地
元
企
業
の
広
島
ガ
ス
（
株
）、

中
国
電
力
（
株
）、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
（
株
）

の
官
民
学
に
よ
る
勉
強
会
が
２
０
１
４
年
５

月
よ
り
１
年
以
上
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
。
勉

強
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま

え
て
自
立
分
散
型
や
環
境
性
が
よ
り
重
視
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

環
境
政
策
と
の
適
合
や
、
当
該
街
区
な
ら
で

は
の
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
な

ど
に
つ
い
て
、
検
討
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の

結
果
、「
節
電
・
省
コ
ス
ト
」「
省
エ
ネ
・
省

Ｃ
Ｏ
２
」「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
電

源
の
確
保
」「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
運
用
」
を
中

核
と
し
た
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
築

す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、

参
画
施
設
へ
の
高
圧
一
括
受
電
お
よ
び
中
圧

ガ
ス
引
込
み
に
よ
る
都
市
ガ
ス
利
用
、
コ
ー

ジ
ェ
ネ
や
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

（
Ｇ
Ｈ
Ｐ
）
な
ど
の
省
エ
ネ
機
器
の
導
入
が

決
定
さ
れ
た
。

　

な
お
、
設
備
の
導
入
に
あ
た
り
、
前
述
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
政
策
に
合
致
す
る
２
つ

の
補
助
金
に
申
請
し
、
採
択
さ
れ
て
い
る
。

コ
ー
ジ
ェ
ネ
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
、
高
効
率
熱
機
器
等

は
、
環
境
省
「
平
成
27
年
度
二
酸
化
炭
素
排

出
抑
制
対
策
事
業
費
等
補
助
金
（
グ
リ
ー
ン

プ
ラ
ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
補
助
金
）」

の
事
業
費
補
助
（
補
助
率
２
分
の
１
以
内
）

の
交
付
を
受
け
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
提
供
。
一
括
受
電
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
以
下
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
は
、

国
交
省
「
平
成
27
年
度
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
建
築

エ
リ
ア一括
受
電
と
の
連
携
で
契
約
電
力
を

引
下
げ
、災
害
時
の
保
安
電
源
も
確
保

物
等
先
導
事
業
（
省
Ｃ
Ｏ
２
先
導
型
）」
の

事
業
費
補
助
（
補
助
率
２
分
の
１
以
内
）
の

交
付
を
受
け
て
運
用
し
て
い
る
。

 ［ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
概
要 

］

　
「
ｈ
ｉ
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
広
島
」に
お
け
る
ス
マ
ー

ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
電
力
と
天
然
ガ
ス

を
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

人
と
環
境
に
や
さ
し
く
、
災
害
に
強
い
街
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
る
。
電
力
は
タ
ウ
ン
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
が
高
圧
電
力
を
一
括
購
入

し
、
エ
リ
ア
内
に
設
置
し
た
一
括
受
電
設
備

で
受
電
後
、
自
営
線
を
通
じ
て
高
圧
で
各
施

設
へ
給
電
し
た
後
に
各
建
物
に
設
置
の
受
変

電
設
備
で
低
圧
に
し
て
供
給
し
て
い
る
。
ま

た
、
Ｂ＊

Ｏ
Ｓ
機
能
付
き
コ
ー
ジ
ェ
ネ
（
35 

kW
）
を
熱
負
荷
が
高
い
２
施
設
（
ケ
ア
ハ
ウ

ス 

ラ
ポ
ー
レ
東
千
田
、
ル
ネ
サ
ン
ス
広
島

東
千
田
）
に
設
置
し
て
い
る
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ

に
よ
る
電
力
は
、
前
述
の
エ
リ
ア
一
括
受
電

と
連
携
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
契
約
電
力
の

引
下
げ
を
実
現
し
、
長
時
間
停
電
な
ど
の
災

害
時
に
は
、
エ
リ
ア
内
全
体
の
保
安
電
源
と

し
て
活
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
発
電
と
同
時
に
発
生
す
る
熱
を
設
置
施

hitoto広島ナレッジスクエア

hitoto広島
The Towerコミュニティプラザ

ケアハウス
ラポーレ東千田
スポーツクラブ

ルネサス広島東千田

CLiP HIROSHIMA

広島大学
東千田キャンパス

広
島
ガ
ス（
株
）

※省エネ効果の高い温冷熱機器

「（一社）hitoto
広島タウンマネジメント」が
各施設に電力を供給

低圧ガス 中圧ガスエリア一括受電

電力供給 熱供給

発電した電気を一括受電システムと連係

CGS
温冷熱機器

CGS
温冷熱機器

温冷熱機器

温冷熱機器

※

※

※

※

一括
受
配
電
設
備

高圧受電

中
国
電
力（
株
） エ

リ
ア
内
地
区
ガ
バ
ナ
ー

エネルギー
管理システムを導入
見える化を実現

■ システム構成スキーム 
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謝辞

　様々な業態が参画するコミュニティをとりまと
め、合意形成する過程がいかに大変か、今回の取
材を通して分かりました。ご多忙の中、ご対応い
ただきました三菱地所レジデンス（株）広島支店
開発グループ兼販売グループリーダーの重松様、
広島ガス（株）エネルギー事業部業務用エネルギー
営業部の大本様、藤河様にはこの場を借りて改め
て御礼を申し上げます。

（取材・文：荒井麻紀子）

 ［ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

］

　
「
ｈ
ｉ
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
広
島
」
で
は
、
街
区
内

の
賑
わ
い
創
出
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
為

の
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
を
実
施
し
て

お
り
、
そ
の
中
核
を
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

組
織
「（
一
社
）
ｈ
ｉ
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
広
島
タ
ウ

ガスエンジンコージェネ

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
効
果
を

継
続
的
な
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
活
用

■ ガスエンジンコージェネ仕様概略
メーカー ヤンマーエネルギーシステム(株)

モデル名 CP35VCZ（停電対応仕様）

発電出力 35kW

台 数 ・
設置場所

スポーツクラブ	ルネサンス広島東千田　1台（地上設置）
ケアハウス	ラポーレ東千田　1台（屋上設置）

効 率 総合効率：85.0%／発電効率：34.0%／熱回収効率：51.0%

設
の
給
湯
熱
源
と
し
て
有
効
活
用
で
き
る
た

め
、
省
エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２
に
も
貢
献
す
る
。

＊	

Ｂ
Ｏ
Ｓ（
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ス
タ
ー
ト
）：
災
害
な
ど
で
電

力
会
社
か
ら
の
商
用
電
力
の
供
給
が
途
絶
え
る
と
即
時

に
発
電
機
が
ス
タ
ー
ト
し
、重
要
負
荷
へ
の
電
力
供
給
を

確
保
す
る
。

 ［ 

コ
ー
ジ
ェ
ネ
運
用
状
況 

］

　

本
事
例
で
は
、
設
置
施
設
の
熱
需
要
に
合

わ
せ
て
、
土
日
を
含
め
た
毎
日
、
安
定
的
に

稼
働
し
て
い
る
。
例
え
ば
ケ
ア
ハ
ウ
ス
ラ

ポ
ー
レ
東
千
田
の
場
合
、
11
時
台
に
起
動
し
、

12
時
〜
20
時
ま
で
定
格
で
運
転
、
21
時
前
に

停
止
し
て
い
る
。
発
電
と
同
時
に
発
生
す
る

廃
熱
は
、
高
効
率
給
湯
機
に
よ
る
温
水
と
合

わ
せ
て
入
浴
の
給
湯
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、

全
体
と
し
て
非
常
に
高
い
効
率
を
実
現
し
て

い
る
。

ル
ギ
ー
使
用
状
況
や
省
エ
ネ
情
報
な
ど
は
デ

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
で
施
設
の
利
用
者
に
見

え
る
化
し
て
お
り
、
省
エ
ネ
意
識
の
醸
成
に

よ
っ
て
人
も
関
与
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
を

図
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
災
害
時
の
運
用
は
、
エ
リ

ア
内
の
保
安
電
力
に
加
え
、
広
島
市
広
域
避

難
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
隣
接
の
東
千

田
公
園
の
非
常
用
電
力
の
補
助
と
し
て
も
検

討
さ
れ
て
い
る
。
災
害
時
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
が
効
果

的
に
機
能
す
る
た
め
に
は
、
普
段
か
ら
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
大
切
と
言
わ

れ
て
い
る
な
か
、
平
常
時
の
省
エ
ネ
・
省
Ｃ

Ｏ
２
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
削
減
と
防
災
機

能
を
兼
ね
備
え
た
こ
の
街
の
、
こ
れ
か
ら
の

発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
が
担
っ
て
い
る
。
ｈ
ｉ

ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
広
島
の
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

は
、
こ
の
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
の
一

助
と
な
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
が
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
立
場

と
な
り
、
街
区
内
に
エ
リ
ア
一
括
受
電
や

コ
ー
ジ
ェ
ネ
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
通
常
の
シ
ス
テ
ム

に
お
け
る
請
求
額
と
比
べ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ

ス
ト
に
差
額
が
生
じ
る
た
め
、
こ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
削
減
効
果
の
一
部
を
街
の
運
営
費
用
に

充
て
る
も
の
で
あ
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
運
営
管
理
は
、
電
気
と
ガ

ス
を
一
元
管
理
す
る
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
導
入
。
Ｅ
Ｍ

Ｓ
と
コ
ー
ジ
ェ
ネ
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
、
高
効
率
熱
機

器
の
導
入
に
よ
り
、
12
・
９
％
の
Ｃ
Ｏ
２
削

減
効
果
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
エ
ネ
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　広島アグリフードサービス（株）は広島市で学校給食事業
を行うために2015年9月に設立された。親会社は駅弁当
の製造販売を手掛ける広島駅弁当（株）。同社は広島アグリ
フードサービス（株）ほか、グループ企業6社で事業展開し、
4つの食品工場を保有している。広島市は2015年度に市で
運営する給食センターの廃止と民間企業への委託を決定。
プロポーザル方式で民間の委託事業者を公募し、広島アグ
リフードサービス（株）が選定され、今年の4月に五日市給食
センターとして営業を開始した。
　「食を通じて地域社会の抱える課題を解決し、地域社会か
ら必要とされ貢献できる企業」を経営理念に掲げる同社は、
ガスコージェネレーション（熱電併給）システムを上手に活
用し、平常時はエネルギーコスト削減に、また災害時はコー
ジェネの発電機能をフルに生かして食事の提供を継続し続
けられる施設となっている。ここにその概要をご紹介する。

停電時対応型コージェネ導入により
災害時にも食事を提供し続けられる給食センター

I t s u k a i c h i  S c h o o l  L u n c h  C e n t e r ,  H i r o s h i m a  A g r i f o o d  S e r v i c e

■ 施設概要

名 称 広島アグリフードサービス（株）
五日市給食センター

所 在 地 広島市佐伯区石内東2-18-1

構 造 / 規 模 Ｓ(鉄骨造）/２階

供 給 食 数 12,000食/日

特 　 徴 HACCP認定

面 積 延床:約13,332㎡／敷地：約6,470㎡

開 業 年 2017年4月1日

コージェネ導入のポイント

平常時の電力ピークカット
災害時の電力供給による給食事業の継続
排熱を厨房の給湯に利用

1

2

3

広島アグリフードサービス株式会社
五日市給食センター

Case2
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五
日
市
地
区
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
地
元

企
業
の
ア
グ
リ
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、

広
島
市
内
の
北
西
部
に
位
置
す
る
佐
伯
区
石

内
東
地
区
の
新
規
開
発
事
業
区
域
内
に
建
設

さ
れ
た
。
こ
の
開
発
事
業
は
、「
住
み
、
働
き
、

学
び
、
憩
う
」
と
い
う
複
合
機
能
を
備
え
た

新
し
い
都
市
と
し
て
現
在
も
整
備
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

今
年
４
月
に
営
業
開
始
し
た
給
食
セ
ン

タ
ー
は
公
共
的
な
施
設
を
民
間
企
業
が
建
物

を
建
設
し
て
・
運
営
ま
で
行
う
民
設
民
営
方

式
と
し
て
同
社
が
受
注
し
た
物
件
で
あ
り
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
国
内
初
の
事
例

で
あ
る
。
ま
た
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
方
式
を
導
入
し
、

国
内
初
の
民
設
民
営
方
式
に
よ
る
運
営

電
気
と
ガ
ス
の
２
重
化
に
よ
る
信
頼
性
確
保

食
の
安
全
性
に
努
め
て
い
る
。
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

は
安
全
で
衛
生
的
な
食
品
を
製
造
す
る
た
め

の
管
理
手
法
の
一
つ
で
、
原
材
料
の
受
け
入

れ
か
ら
製
造
工
程
ま
で
を
連
続
的
・
継
続
的

に
監
視
し
、
記
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
微
生

物
に
よ
る
汚
染
や
異
物
混
入
な
ど
を
防
ぐ
手

法
で
あ
る
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
現
在
、
近
隣
の
小
中
学
校

18
校
に
８
８
５
０
食
の
給
食
を
提
供
し
て
お

り
、
年
内
に
は
近
隣
企
業
の
社
員
食
堂
と
高

齢
者
福
祉
施
設
、
企
業
へ
の
給
食
提
供
も
開

始
す
る
。
さ
ら
に
２
０
２
３
年
に
は
22
校
の

小
中
学
校
に
対
し
て
１
万
２
０
０
０
食
を
供

給
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

事
業
主
は
同
給
食
セ
ン
タ
ー
を
防
災
拠
点

と
し
て
機
能
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
中
圧

ガ
ス
を
採
用
し
た
。
中
圧
ガ
ス
は
阪
神
淡
路

大
震
災
時
お
よ
び
東
日
本
大
震
災
時
に
も
供

給
継
続
の
実
績
が
あ
る
信
頼
性
の
高
い
導
管

で
あ
る
。
元
々
、
開
発
事
業
区
域
内
に
中
圧

Ｂ
が
敷
設
さ
れ
て
い
た
た
め
約
１
０
０
ｍ
の

延
伸
工
事
を
行
い
敷
地
内
に
引
き
込
ん
だ
。

　

ガ
ス
の
供
給
先
は
、
厨
房
ガ
ス
機
器
と
厨

房
の
給
湯
で
使
用
す
る
ボ
イ
ラ
ー
及
び
空
調

の
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
（
Ｇ
Ｈ
Ｐ
）
エ
ア
コ

ン
で
あ
る
。
空
調
熱
源
に
ガ
ス
を
使
用
す

る
こ
と
で
電
気
・
ガ
ス
の
2
重
化
に
よ
る
信

頼
性
の
高
い
設
備
機
器
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

１
階
の
製
造
エ
リ
ア
は
電
気
式
空
冷
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
エ
ア
コ
ン
、
２
階
の
事
務
所
エ
リ
ア

は
Ｇ
Ｈ
Ｐ
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｐ
を

導
入
す
る
こ
と
で
デ
マ
ン
ド
電
力
の
削
減
効

果
（
50 

kW
削
減
）
も
あ
り
、
ま
た
当
該
地
域

が
山
間
部
に
位
置
し
、
冬
期
の
冷
え
込
み
が

激
し
い
た
め
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
暖
房
運
転
に
強
い

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
活
か
し
て
い
る
。

ガスヒートポンプ空調機

貯湯槽

ガスボイラー

大型
ショッピングセンター

住宅用地

商業用地

業務用地

五日市
給食センター

石内東地区	事業計画地将来予想図
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■ ガスエンジン仕様概略
メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム（株）

モ デ ル 名 CP35D1Z-TN

定 格 発 電 出 力 35kW

台 数 4台

電 圧 / 電 流 200Ｖ	/	101A

ガス種別（消費量） 都市ガス13A（104.5kW）

排 熱 回 収 量 55.8ｋＷ

温 水 取 出 温 度 88℃（MAX）

効 率 総合：87.0％／発電：33.5％／排熱：53.5％

謝辞

  今回の施設取材に当たり、ご
多忙にもかかわらず施設を案内
をしてくださいました広島アグ
リフードサービス（株）総務部
施設課  森田様、広島ガス（株）
大本様、松田様に誌面を借りて
改めて御礼申しあげます。

（	取材・文：秋山真吾	）

は
調
理
の
時
間
で
あ
る
午
前
9
時
か
ら
11
時

頃
ま
で
で
あ
る
。
こ
の
時
間
帯
が
建
物
の
最

大
デ
マ
ン
ド
に
な
る
た
め
、
午
前
中
は
4
台

す
べ
て
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
動
か
し
商
用
電
源

に
系
統
連
系
し
な
が
ら
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
運
転

を
行
い
契
約
電
力
の
低
減
を
行
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
契
約
電
力
は
５
０
０
kW
で
コ
ー

ジ
ェ
ネ
か
ら
の
電
力
供
給
は
約
１
4
０

kW
の
た
め
最
大
需
要
電
力
の
約
22
％
を

コ
ー
ジ
ェ
ネ
で
賄
っ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
契
約
電
力
の
低
減
だ
け
で
も
年
間
で
約

２
8
５
万
円
の
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
が
享
受

で
き
る
。
午
後
は
洗
浄
業
務
が
中
心
と
な

る
た
め
能
力
を
落
と
し
て
の
運
転
と
な
る
。 

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
排
熱
は
セ
ン
ト
ラ
ル
給
湯

に
利
用
さ
れ
厨
房
を
中
心
に
各
所
へ
給
湯
さ

れ
る
。
約
88
度
で
コ
ー
ジ
ェ
ネ
か
ら
出
た
排

温
水
は
熱
交
換
器
で
熱
交
換
さ
れ
約
70
度
で

給
湯
予
熱
槽
（
６
０
０
０
Ｌ
×
1
基
）
へ
送

ら
れ
る
。
貯
湯
槽
の
補
給
水
と
い
う
形
で
予

熱
槽
か
ら
貯
湯
槽
（
７
０
０
０
Ｌ
×
2
基
）

へ
約
60
度
で
供
給
さ
れ
、
貯
湯
槽
で
は
ガ
ス

蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
（
蒸
発
量
１
６
８
０
㎏
／
ｈ

×
４
台
）
か
ら
の
高
温
水
（
約
90
度
）
の
供

給
を
受
け
約
70
度
程
度
で
保
た
れ
る
。
通
常
、

冬
場
で
あ
れ
ば
水
温
８
度
程
度
の
水
を
ボ
イ

ラ
ー
に
よ
り
90
度
程
度
ま
で
昇
温
す
る
わ
け

だ
が
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
排
熱
利
用
に
よ
り
８

度
の
水
を
70
度
程
度
ま
で
昇
温
で
き
る
た
め

ボ
イ
ラ
ー
の
負
荷
が
減
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

大
幅
な
削
減
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

契約電力500kW

コージェネ
（35kWｘ4台）

予熱槽

補給水

熱
交
換
器

厨房など

※災害時は特定負荷へ供給
　（冷蔵・冷凍庫系統）

ガバナ

低圧

電力140kW

約90℃

厨房機器､GHP

排温水
約88℃ 約70℃ 約60℃

都市ガス
（中圧Ｂ）

電力負荷商用電力

貯湯
タンク

ボイラー

コ
ー
ジ
ェ
ネ
概
要

 ［ 

災
害
時
（
停
電
時
対
応
）］

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
バ
ッ
テ
リ
ー
を
搭
載
し
た

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ス
タ
ー
ト
仕
様
に
な
っ
て

い
る
た
め
、
災
害
発
生
時
な
ど
停
電
し
た
際

で
も
起
動
が
可
能
で
あ
る
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
で

発
電
し
た
約
１
4
０
kW
の
電
力
は
系
統
か
ら

切
り
離
し
て
冷
蔵
庫
と
冷
凍
庫
の
特
定
負
荷

へ
の
み
供
給
す
る
。

　

災
害
時
に
一
番
優
先
さ
れ
る
の
は
食
料
保

存
で
あ
る
た
め
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
の
機
能

を
持
続
さ
せ
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い

る
。
前
述
し
た
通
り
耐
震
性
の
高
い
中
圧
ガ

ス
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
大
地
震
な
ど
の
有

事
の
際
で
も
継
続
的
に
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
運
転

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
五
日
市
給
食
セ

ン
タ
ー
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
使
っ
た
防
災
対
策

の
事
例
は
今
後
、
全
国
に
お
け
る
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
に
お
い
て
先
導
的
な
事
例
に
な
る

で
あ
ろ
う
。

 ［ 

平
常
時 

］

　

平
常
時
は
35 

kW
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
4
台
に

よ
る
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
を
主
と
し
た
Ｄ
Ｓ
Ｓ

（Daily Start and Stop

）
運
転
を
行
う
。
給

食
業
務
で
一
番
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
す
る
の

ガスマイクロコージェネ（35kWx4基）

■ エネルギーフロー図
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　東広島市の西条は古くから灘、伏見と並び、「日本三
大酒処」とされ、銘醸地として有名で、西条駅周辺には
今も7社の醸造所、酒蔵が建ち並ぶ。
　東広島芸術文化ホール“くらら”はそんな酒蔵通りか
らほど近い、市の中心部に位置する市民の文化、芸術
の拠点である。
　同施設は、これまで40年以上の長きにわたり東広島
市の芸術・文化を育み、地域の人々に親しまれた“中央
生涯学習センター”が老朽化により閉鎖したことに伴
い、2016年4月にオープンした。
　本稿では、災害時の避難場所としても活用される同
施設の概要および同時に設置されたコージェネレー
ション（熱電併給）システムについて紹介する。

地域の新たな芸術・文化の中核施設
コージェネ導入により避難場所の機能を強化

東広島芸術文化ホール“くらら”
H i g a s h i  H i r o s h i m a  A r t s  &  C u l t u r e  H a l l  “ K u r a r a ”

■ 施設概要
所 在 地 広島県東広島市西条栄町7番19号

構 造 鉄筋コンクリート造、一部鉄筋コンクリート造、鉄骨造

面 積 敷地面積：5,932㎡／延床面積：13,338㎡

規 模 地上6階、地下1階

開 設 2016年4月

構 成 大ホール、小ホール、交流・創造支援、生涯学習エリア

コージェネ導入のポイント
避難場所としての機能強化
電力ピークカットによるコスト削減
地域の都市ガス普及促進

1
2

3

Case3

24Co-GENET Vol.16



市
民
の
文
化・芸
術
活
動
の

拠
点
と
し
て
広
く
活
用

コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
に
つ
い
て

 ［ 

施
設
概
要 
］

　

大
ホ
ー
ル
、
小
ホ
ー
ル
、
交
流
・
創
造
支

援
お
よ
び
生
涯
学
習
エ
リ
ア
の
３
つ
で
構
成

さ
れ
、
第
一
級
の
舞
台
芸
術
の
鑑
賞
が
で
き

る
他
、
市
民
の
創
作
活
動
や
集
い
・
憩
い
の

場
と
し
て
も
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

施
設
の
「
顔
」
で
あ
る
大
ホ
ー
ル
は

１
２
０
６
席
の
席
数
を
有
し
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
や
演
劇
等
の
舞
台
芸
術
に
最
適
な
ホ
ー

ル
と
し
て
造
ら
れ
て
お
り
、
専
門
家
か
ら
も

高
く
評
価
さ
れ
る
音
響
空
間
を
誇
る
。
著

名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
、

ジ
ャ
ズ
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト

や
歌
舞
伎
等
の
公
演
だ
け
で
は
な
く
、
市

民
グ
ル
ー
プ
や
学
生
等
に
も
開
放
さ
れ
、
幅

広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
交
流
・
創
造
支
援
、

生
涯
学
習
エ
リ
ア
に
は
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

レ
ス
ト
ラ
ン
・
カ
フ
ェ
、
稽
古
場
（
練
習
室
）、

録
音
ス
タ
ジ
オ
、
会
議
・
研
修
室
等
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
市
民
の
創
作
活
動
や
発
表
会
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
音
楽
・
演
劇
の
練
習
等

に
利
用
さ
れ
、
市
民
の
文
化
・
芸
術
活
動
の

拠
点
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

 ［ 

導
入
の
経
緯 

］

　

今
回
導
入
さ
れ
た
コ
ー
ジ
ェ
ネ
設
備
は
広

島
ガ
ス
㈱
が
供
給
す
る
都
市
ガ
ス
を
燃
料
と

し
て
い
る
が
、
本
ホ
ー
ル
の
建
設
計
画
当
初
、

地
域
に
都
市
ガ
ス
導
管
は
敷
設
さ
れ
て
お
ら

ず
、
東
広
島
市
で
は
都
市
ガ
ス
と
コ
ー
ジ
ェ

ネ
の
導
入
に
つ
い
て
同
時
並
行
で
検
討
を

行
っ
た
。

❶
検
討
当
時
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
も
あ

り
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
導
入
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と

❷
ガ
ス
導
管
の
延
伸
に
よ
り
周
辺
地
域
の
都

市
ガ
ス
普
及
促
進
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

❸
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
導
入
に
よ
り
環
境
性
の
向

上
・
電
力
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
非
常
時
に
も
有

効
活
用
で
き
る
こ
と

│
│
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
導
入
が
決

定
さ
れ
た
。

　

東
広
島
市
は
２
０
１
５
年
３
月
に
「
環
境

先
進
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
。
こ
こ
で
掲

げ
ら
れ
た
重
点
施
策
を
推
進
す
べ
く
５
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
定
（
Ｓ
―
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
す
る
な
ど
、
環
境
へ
の
取

り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
導
入
は
こ
う
し
た
市
の
方

針
に
も
合
致
す
る
。
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 ［ 

コ
ー
ジ
ェ
ネ
概
要 

］

　

導
入
さ
れ
た
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
ヤ
ン
マ
ー
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
（
株
）
製
の
ミ
ラ
ー
サ

イ
ク
ル
式
マ
イ
ク
ロ
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
35 

kW
×
２
台
で
屋
上
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
排

熱
は
温
水
と
し
て
回
収
し
、
ジ
ェ
ネ
リ
ン
ク

と
温
水
熱
交
換
器
に
供
給
さ
れ
て
施
設
内
の

２
０
１
７
年
５
月
の
稼
働
日
数
は
全
31
日
、

日
間
平
均
運
転
時
間
は
12
時
間
程
度
と
高
い

稼
働
率
で
運
用
さ
れ
て
い
る
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
は
Ｂ
Ｏ
Ｓ
機
能
が
付
加
さ

れ
て
お
り
、
災
害
等
に
よ
る
停
電
時
で
も
電

力
供
給
が
可
能
な
仕
様
と
な
っ
て
い
る
。

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム（株）

モ デ ル 名 CP35VCZ

燃 料 都市ガス（13A）

定 格 出 力 35kW

台 数 2台

効 率 総合：84％／発電：34％／排熱回収：51％

空
調
や
床
暖
房
に
利
用
さ
れ
る
。

　

朝
８
時
頃
起
動
、
20
〜
22
時
頃
に
停
止
す

る
Ｄ
Ｓ
Ｓ
運
転
を
基
本
と
す
る
が
、
施
設
の

使
用
状
況
に
応
じ
て
最
適
な
運
用
を
行
っ

て
い
る
。
週
末
も
多
く
の
人
が
訪
れ
る
た

め
、
運
転
は
毎
日
休
み
な
く
行
わ
れ
て
お
り
、

避
難
場
所
と
し
て
の
活
用

　

東
広
島
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
〝
く
ら
ら
〞
の

あ
る
東
広
島
市
に
は
４
つ
の
大
学
や
官
民
の

学
術
研
究
機
関
が
集
積
さ
れ
て
お
り
、
多
く

の
人
が
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
の
目
的
の
一
つ
に
な
っ

た
の
が
、
当
施
設
が
大
規
模
災
害
時
に
こ
れ

ら
の
学
生
を
始
め
と
し
た
帰
宅
困
難
者
の
避

難
場
所
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
る
Ｂ
Ｏ
Ｓ
機
能
の
付
加
だ
っ
た
。

　

広
島
市
内
か
ら
の
通
学
・
通
勤
者
も
多
く
、

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
広
島

市
内
と
東
広
島
市
を
結
ぶ
鉄
道
が
運
休
し
、

大
量
の
帰
宅
困
難
者
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る

上
、
物
資
の
供
給
も
滞
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
に
帰
宅
困
難
者
を
保
護

す
る
た
め
、
一
次
避
難
場
所
と
し
て
当
施
設

を
活
用
し
て
最
低
限
の
電
力
を
供
給
す
る
と

と
も
に
、
食
料
や
毛
布
等
を
準
備
し
て
不
測

の
事
態
に
備
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
当
施
設
ま
で
都
市
ガ
ス
配
管
を
延

伸
す
る
に
当
た
り
、
地
区
ガ
バ
ナ
を
施
設
内

に
設
置
し
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
あ

る
。
導
管
の
延
伸
に
伴
い
、
当
施
設
周
辺
の

１
０
０
件
程
度
の
一
般
需
要
家
に
も
新
た
に

ガ
ス
が
供
給
さ
れ
て
い
る
が
、
当
施
設
専
用

と
一
般
家
庭
向
け
の
２
系
統
に
配
管
を
分
割
。

道
路
等
の
破
損
に
よ
り
万
が
一
、一
般
家
庭

向
け
の
低
圧
配
管
が
損
傷
し
た
場
合
で
も
当

施
設
へ
の
ガ
ス
供
給
は
継
続
さ
れ
る
た
め
、

非
常
時
で
も
高
い
電
源
供
給
信
頼
性
が
確
保

さ
れ
て
い
る
。

ガス 電気

温水

温水

温水

温水
温水

電灯・動力

空調機

空調機
（再熱コイル）

床暖房

個室空調 （GHP）

系統電力

都市ガス
マイクロCGS
（35kW×2台）

冷温水

吸引式熱源機
300USRT

ジェネリンク
180USRT

温水
熱交換器

■ エネルギーフロー図
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財団ホームページで
最新情報を発信中！

さらに
検索しやすく
なりました！

http://www.ace.or.jp/
検 索コージェネ財団
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